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地区自治会連合会数
自 治 会 数
加入世帯数
班（組）数

22
594

　　　177,218
11,573

つくりだそう自治の力で明るいまちを

相模原市自治会連合会 検索

つくりだそう  自治の で  明るいまちを
平成27年度 自治会大会開催!!力チカラ

田
所
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
自
治
会
大
会
に
ご
参
加

頂
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
は
6
月
に

総
会
を
開
催
し
、
新
た
に
地
区
か
ら
６
人
の
理
事
が
加
わ
り
、
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
自
治
会
運
営
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

市
内
に
は
6
0
0
近
い
自
治
会
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
会
長
が
交
代
さ
れ

ま
す
。
６
月
に
は
そ
の
新
し
い
会
長
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

新
し
く
会
長
に
な
ら
れ
た
皆
様
は
、
概
ね
同
じ
悩
み
を
お
持
ち
で
ご
ざ
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
ど
も
22
地
区
の
会
長
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
本
市
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
・
小
田
急
多
摩
線
延
伸
な
ど
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
抱
え
て
い
る
成
長
途
上
の
市
で
も
あ
り
、
人

口
・
世
帯
が
増
え
て
い
る
中
で
、
自
治
会
の
加
入
世
帯
率
が
伸
び
悩
ん
で
お

り
ま
す
。
一
番
そ
れ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
が
会
長
の
皆
様
で
あ
り
、
ど
う

や
っ
て
仲
間
を
増
や
し
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
研
修
会
で
は
様
々
な

ご
意
見
を
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
皆
様
方
、
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
独
自
の
課
題
を
含

め
、
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
防
災
、
防
犯
、
あ

る
い
は
地
域
の
親
睦
等
々
、
こ
れ
ら
は
全
て
自
治
会
の
皆
様
の
お
力
が
あ
っ

て
初
め
て
出
来
る
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
自
治
会
連
合
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
約
6
0
0
人
の
会
長
の
方
々
、
そ
れ
を
支
え
て
頂
く
多

く
の
役
員
の
皆
様
方
の
お
声
を
聞
き
な
が
ら
、
様
々
な
対
策
を
市
と
協
働
し

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
今
年
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
て
、
地
域
ご
と
の
防
災
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
市
自
治
会
連
合
会
と
し
て
は
、
市
に
対
し
、
市
全
体
の
防
災
計
画
だ
け

で
は
な
く
、
22
地
区
、
あ
る
い
は
単
位
自
治
会
ご
と
の
防
災
計
画
を
立
て
な

け
れ
ば
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
具
体
的
に
自
治
会
が
活
動
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
の
地
域
防
災
計
画
の
改

定
を
受
け
、
昨
年
か
ら
22
の
地
区
で
防
災
計
画
の
立
案
作
業
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
計
画
作
り
に
地
域
独
自
の
課
題
を
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
積
極
的
に
皆
様
方
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
仕
事
と
し
て
、
我
々
が
管
理

し
て
い
る
市
内
全
域
の
防
犯
灯
を
平
成
28
年
度
に
L
E
D
化
す
る
こ
と
を
、

市
と
協
働
し
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
み
は
、
各
単
位
自
治
会
の
日
頃
の
活
動
が
あ
っ
て
初
め
て
出

来
る
仕
事
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
員
以
外
の
皆
様
に
な
か
な
か
こ
う
し
た

地
道
な
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
悩
み
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
と

し
て
は
、
こ
れ
か
ら
会
員
以
外
の
方
々
に
も
、
積
極
的
に
地
域
の
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
延
長
で
自
治
会
加
入
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
な
取
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
地
域
、
安
全
・
安
心
、
そ
し

て
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　７月18日（土）に平成27年度自治会大会を開催しました。当日は、
相模原市長をはじめ、国会議員、県・市議会議員などのご来賓及び多く
の自治会員の方々にご来場いただき、盛大な大会となりました。
　第１部の式典では、地域活動功労者として、個人115名、９団体、退任
理事６名に感謝状が贈呈されました。
　また、第２部のアトラクションの部では、東海大学付属相模高等学校
吹奏楽部の若々しい演奏が披露され、会場は大いに盛り上がりました。

東海大学付属相模高等学校吹奏楽部

（
敬
称
略
）

小
　
　
山

渡
　
　
静
夫	

井
出
　
勝
美

清
　
　
新

早
川
　
久
子	

佐
久
間
貴
之

成
田
　
文
雄	

横
尾
　
幸
男

横
　
　
山

佐
藤
　
重
明	

羽
深
シ
ヅ
カ

和
田
　
隆
治

中
　
　
央

梅
木
　
　
駿	

斎
藤
　
利
秋

小
林
　
　
満	

石
田
　
健
二

榎
本
　
　
茂	

佐
藤
　
慶
次

星
　
が
　
丘

長
岡
　
義
弘	

玉
　
　
勲

杉
﨑
　
繁
和

光
　
が
　
丘

茅
野
　
徳
幸	

山
田
　
暿
子

山
本
　
憲
子	

黒
田
　
信
雄

大
野
恵
美
子

橋
　
　
本

熊
谷
　
一
明	

阿
部
　
嗣
嘉

蛭
川
　
新
一	

藤
田
　
耕
司

小
山
　
禎
一	

樋
口
　
志
良

霧
生
　
　
隆	

勝
野
　
兵
武

原
　
　
　
保

大
　
野
　
北

長
嶋
　
悦
子	

河
本
　
　
茂

石
井
　
禄
郎	

稲
冨
　
義
彦

福
原
　
　
昭	

原
田
　
博
行

石
川
　
裕
行	

土
田
　
隆
一

大
　
野
　
中

太
田
　
健
一	

齋
藤
　
貴
穂

石
田
三
枝
子	

田
中
　
　
均

宍
戸
　
研
二	

桐
　
雄
三

金
丸
　
國
奉

大
　
野
　
南

石
井
　
謹
爾	

吉
澤
　
和
世

田
中
美
奈
子	

前
野
　
文
次

藤
木
　
　
廣	

山
野
邊
レ
イ
子

大
　
　
沢

原
　
　
正
八	

中
山
　
光
明

萩
原
由
紀
夫	

萩
原
　

弘

田
　
　
名

田
所
　
直
久	

白
井
　
　
眞

大
谷
　
健
一	

宮
﨑
　
孝
行

上
　
　
溝

熊
坂
　
光
雄	

井
上
　
栄
一

大
塚
　
宏
治	

門
倉
　
　
正

八
木
　
　
稔

麻
　
　
溝

福
田
　
健
二	

里
中
　
正
一

井
上
　
行
夫	

錦
織
　

之

江
成
　
　
愽	

座
間
　
幹
夫

新
　
　
磯

臼
井
　
道
子	

白
井
　
京
子

宮
澤
　
正
詔	

小
倉
　
　
收

戸
塚
　
照
幸	

穂
苅
　
健
二

相
　
模
　
台

大
塚
　
武
彦	

轟
　
　
征
生

白
崎
　
善
一	

平
　
　
武
司

飯
田
　
利
宇	

島
野
　
満
人

長
澤
　
正
孝	

荒
井
　
　
功

相
　
武
　
台

保
土
沢
忠
志

東
　
　
林

江
澤
　
一
郎	

黒
子
　
信
雄

前
田
紘
一
郎	

松
井
　
昭
治

鈴
木
　
了
子

城
　
　
山

八
木
　
健
一	

柴
田
　
芳
雄

中
里
　
伸
良	

告
　
　
幹
生

津
　
久
　
井

成
瀬
　
　
博	

歌
田
　
吉
生

小
室
　
　
誠	

清
水
　
　
績

根
岸
　
　
隆	

荒
井
　
謙
次

和
智
　
　
進	

敦
岡
　
祖
雄

相
　
模
　
湖

森
久
保
眞
二	

田
中
　
勇
夫

久
島
　
計
司	

久
保
　
芳
夫

善
財
　
宣
佳

藤
　
　
野

中
村
　
　
進	

中
村
　
弘
幸

河
内
　
正
道	

梶
原
　
春
美

小
池
　
　
里	

小
林
　
　
滿

 

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

南
橋
本
第
二
寿
会		

（
清
　
新
）

日
金
沢
丘
自
治
会
下
校
児
童
見
守
り
隊	（
横
　
山
）

古
淵
む
つ
み
自
治
会	

（
大
野
中
）

鶴
の
原
自
治
会	

	

（
大
野
南
）

豊
原
自
治
会	

	

（
上
　
溝
）

自
治
会
法
人 

御
園
南
自
治
会	

（
相
模
台
）

自
治
会
法
人 

翠
ヶ
丘
自
治
会
自
主
防
災
隊	（
東
　
林
）

大
堀
自
治
会	

	

（
津
久
井
）

な
ぐ
ら
談
会	

	

（
藤
　
野
）

 

退 

任 

理 

事

岡
田
　
茂
利	

	

（
新
　
磯
）

水
戸
　
　
隆	

	

（
城
　
山
）

武
井
　
弘
吉	

	

（
小
　
山
）

有
泉
　
健
一	

	

（
大
野
南
）

小
野
沢
良
雄	

	

（
津
久
井
）

小
林
　
　
滿	

	

（
藤
　
野
）

　功
労
表
彰
者
（
個
人
）



私
達
が
、
平
成
27
年
度
相
模
原
市

自
治
会
連
合
会
役
員
・
理
事
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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理
　
事
　
　
森
　
　
逸
雄

大
野
中
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
長
　
　
田
所
　
昌
訓

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
　
金
子
　
匡
甫

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
落
合
　
勝
司

津
久
井
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
　
平
林
　
　
清

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
八
木
　
次
夫

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
小
林
　
茂
裕

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
田
代
　
明
寛

清
新
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
穂
苅
　
健
二

新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
代
田
　
　
昭

中
央
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

監
　
事
　
　
竹
田
　
幹
夫

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
　
草
野
　
　
寛

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
長
谷
川
光
義

上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
石
井
　
正
彦

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

副
会
長
　
　
坂
本
　
堯
則

相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
佐
藤
あ
つ
子

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
山
下
　
利
麿

城
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

会
　
計
　
　
澤
塚
　
正
史

相
模
湖
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
森
川
　
哲
郎

藤
野
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
石
井
今
朝
太

小
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
河
本
　
　
博

大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

理
　
事
　
　
大
木
　
　
恵

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

６
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

け
や
き
会
館
で
、
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
の
出
席
の
も
と
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
出
席
85
名
、
委
任
状
提
出
23
名
）

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
加
山
市

長
、
阿
部
市
議
会
議
長
及
び
戸
塚
市
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
門
倉
委
員

（
光
が
丘
地
区
）
及
び
嘉
松
委
員
（
東
林
地
区
）

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
各
委
員
の
熱
心
な
討
議

の
結
果
、
次
の
議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
議
　
案

①
平
成
26
年
度
事
業
結
果
報
告

②
平
成
26
年
度
収
支
決
算
報
告

③
会
計
監
査
報
告

④
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
規
約
の
一
部
改
正

⑤
平
成
27
年
度
事
業
計
画

⑥
平
成
27
年
度
収
支
予
算

平
成
27
年
度 

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

今
年
度
新
た
に
就
任
さ
れ
た

自
治
会
長
を
対
象
に
、
地
域
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
会

を
６
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
本

研
修
会
は
、
市
自
治
会
連
合
会

と
し
て
７
回
目
の
実
施
と
な
り
、

３
日
間
で
４
会
場
、
午
前
・
午

後
の
計
６
回
、
合
計
１
９
８
名

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

新
任
自
治
会
長
研
修
会

し
た
。

研
修
会
で
は
、
市
自
治
会
連

合
会
と
相
模
原
市
が
共
同
作
成

し
た
「
自
治
会
活
動
の
手
引
き

（
運
営
編
）・（
加
入
促
進
編
）」

の
説
明
を
行
い
、
市
自
治
会
連

合
会
役
員
・
理
事
、
各
地
区
地

域
活
力
推
進
員
も
含
め
、
各
区

ご
と
に
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
「
グ
ル
ー
プ
討
議
」
を

行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
地
域

防
災
や
自
治
会
加
入
促
進
、
自

治
会
員
の
高
齢
化
な
ど
自
治
会

が
抱
え
る
課
題
等
、
様
々
な
視

点
か
ら
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、
中
央
区
の
会
場

で
は
防
災
に
特
化
し
た
内
容
と

し
て
、
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
の
堀

口
眞
氏
を
お
招
き
し
、
防
災
に

関
す
る
自
治
会
の
先
進
的
な
取

組
事
例
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
皆
様
の
支

援
の
た
め
、
こ
う
し
た
研
修
を

開
催
し
て
参
り
ま
す
。

【中央区会場】６月13日（土）
○討議テーマ　あなたの地区は　①防災体制は出来ているか
　　　　　　　　　　　　　　　②問題点は
　　　　　　　　　　　　　　　③どうすればいいか
（各グループの主な意見）
•防災組織はできているが実際の訓練がなかなかできてい
ない。
•市外で働いている人が多く、体制作りが難しい。
•意識を住民にどのように持ってもらうか、共有化が必要。
•子ども会・中高生・大学生など、若い力を取り入れる。
•住民名簿の作成、災害弱者の把握や、避難経路、消火器
設置場所を掲載した防災マップを作ってはどうか。

【南区会場】６月14日（日）
○討議テーマ　①自治会加入促進について
　　　　　　　②地域の課題について
（各グループの主な意見）
•賃貸マンションやアパートについては自治会費を減免し
たり、管理会社から居住者に話していただくことで加入
に結びつけたところもあった。
•子育て世代が参加しやすい事業を活発にするとよい。
•地域で安心して暮らせるよう、子どもの見守り活動強化
が必要。
•高齢者でも参加しやすい（負担の少ない）自治会づくり
を考えたい。

【緑区会場】６月20日（土）
○討議テーマ　①防犯・防災について
　　　　　　　②自治会加入促進について
（各グループの主な意見）
•自主防災隊には、実践的な訓練が必要。
•自治会活動の参加について、まずは高齢化の中でのやり
方を考える（役員免除、会費の見直しなど）。
•自治会に加入して、イベントに参加することで、子ども
たちに思い出をたくさん作ってもらいたい。

■■■■■■■■■■各区 グ ル ー プ 討 議 結 果

中央区会場（けやき会館）

南区会場（南区合同庁舎）

緑区午前会場（津久井総合事務所）
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今
回
は
、「
中
央
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
」、
中
央
地
区
に

お
住
ま
い
の
「
青
木
守
市
（
あ

お
き
も
り
い
ち
）」
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
相
模
原
市
に
お
住
ま
い

で
す
か

　

生
ま
れ
は
新
潟
県
小
千
谷
市

で
す
。
学
生
時
代
は
宇
都
宮
、

東
京
と
移
り
、
そ
の
後
、
相
原

に
移
っ
て
き
ま
し
た
。
中
央
地

区
に
越
し
て
来
て
15
年
に
な
り

ま
す
。

地
域
活
動
に
関
わ
る
き
っ
か
け
は

　
若
い
頃
は
海
外
赴
任
が
多
く
、

あ
ま
り
地
域
に
関
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
39
歳
の
時
、

自
治
会
の
班
長
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
勤
務
は
忙
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
地
域
の
役
に
立
て
れ
ば

と
、
子
ど
も
会
や
青
少
年
育
成

連
合
の
活
動
に
も
精
力
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
お
祭
り
の
仮

装
パ
レ
ー
ド
の
た
め
に
手
作
り

し
た
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

被
り
物
は
好
評
で
、
地
域
の
方

た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
い

く
つ
も
製
作
し
ま
し
た
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事

と
し
て
中
央
地
区
の
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
は
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ

た
の
で
す
か

　

平
成
21
年
ご
ろ
か
ら
、
地
域

福
祉
推
進
会
議
で
地
域
課
題
の

洗
い
出
し
や
、
調
査
を
始
め
ま

し
た
。
他
の
地
域
の
事
例
な
ど

を
見
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
多
く
は
高
齢
者
向
け

の
取
り
組
み
で
し
た
。
中
央
地

区
で
は
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
昼

食
会
な
ど
は
既
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
対
象
を
想
定
し
よ
う
と

意
見
が
ま
と
ま
り
、
試
行
錯
誤

の
結
果
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
顔
な
じ
み
に
な
れ
る
よ

う
な
新
し
い
支
え
合
い
の
展
開

を
考
え
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は

　

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、「
三
世
代　

心
で

つ
な
が
る
街　

中
央
地
区
」
を

　10月８日（木）、地域活動の中心的な役割を担っている自治会への加入策に関する
協議会が開催されました。各構成団体よりスマートフォン活用の有効性や自治会員専用
の厚生施設利用割引の重要性など、様々な意見が出されました。また、リーフレットに
よる自治会加入促進啓発も引き続き実施していくことが確認されました。

平成27年度 第１回相模原市自治会加入
推進協議会を開催しました

相模原市自治会加入推進協議会構成団体
●相模原市自治会連合会　●神奈川県宅地建物取引業協会 相模北支部　●神奈川県宅地建物取引業協会 相模南支部　●全日本不動産協会 相模原支部
●相模原青年会議所　　　●相模原市立小中学校PTA連絡協議会　　　 ●相模原・町田大学地域コンソーシアム　　 ●相模原市

協議会の様子

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
概
ね

毎
月
、
各
地
域
ご
と
に
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

計
画
は
、
各
地
域
で
自
主
的
に

立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

例
え
ば
万
華
鏡
づ
く
り
、
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
で
す
。
多
い
時

は
２
０
０
人
ぐ
ら
い
集
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
三
世
代
盆
踊

り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
最

初
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
、
振
り
付
け
を
覚
え
て

も
ら
う
ま
で
は
大
変
で
し
た
が
、

今
で
は
参
加
者
ど
う
し
教
え

合
っ
て
楽
し
く
踊
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

活
動
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
、

重
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

ま
ず
は
、
携
わ
る
人
自
身
が

楽
し
む
こ
と
で
す
ね
。
生
き
生

き
と
活
動
し
て
い
る
人
は
、
目

の
輝
き
が
違
い
ま
す
か
ら
、
そ

れ
を
見
た
周
り
の
人
達
も
「
自

分
も
始
め
た
い
」
と
感
じ
て
、

輪
が
広
が
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
が

喜
ん
で
く
だ
さ
る
と
、
ま
た
新

し
い
こ
と
を
考
え
よ
う
と
い
う

活
力
に
な
り
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
の
で
、
関
わ
れ
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
で

地
域
に
返
し
て
い
け
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

手
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
自

分
で
考
案
し
た
ニ
ュ
ー
ゲ
ー
ム

を
提
供
し
て
い
ま
す
。「（
仮
称
）

ド
ボ
ン
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
が
な

か
な
か
好
評
な
ん
で
す
（
笑
）。

今
後
の
抱
負
は

　

地
区
社
協
の
活
動
も
７
年
目

に
な
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い

な
い
か
、
事
業
内
容
が
多
く
の

方
々
の
篤
志
に
応
え
ら
れ
て
い

る
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
。

活
動
の
内
容
で
評
価
さ
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
、「
こ
れ
で
い
い
」

と
い
う
こ
と
は
な
い
わ
け
で
、

毎
日
新
し
い
こ
と
に
気
づ
い
て
、

取
り
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

青木守市 さん（中央地区）

青木さんが考案したゲーム「ドボン」
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　地
域
に
は
、
防
犯
、
防
災
、
交
通

安
全
、
環
境
美
化
等
、
様
々
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
は

住
民
相
互
の
理
解
と
信
頼
の
う
え
に

立
っ
た
連
携
と
協
力
に
よ
り
、
解
決

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
解
決
す
る
過
程
の
中
で

は
、
相
模
原
市
の
支
援
と
協
働
に
よ

る
取
組
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
27
年
9
月
10
日
（
木
）
政
策
要

望
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　当
日
は
、
加
山
市
長
を
は
じ
め
、

小
池
副
市
長
な
ど
と
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　今
後
も
、
時
期
を
捉
え
こ
の
よ
う

な
要
望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

１  

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

⑴ 

自
転
車
事
故
対
策
に
つ
い
て

⑵ 

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

２  

自
治
会
活
動
の
拠
点
づ
く
り

⑴ 

自
治
会
集
会
所
の
補
助
制
度
に

つ
い
て

⑵ 

国
・
県
施
設
の
有
効
活
用
に
つ

い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

３  

地
域
活
動
・

　
　
市
民
生
活
環
境
の
改
善

⑴ 

地
域
活
動
に
係
る
環
境
改
善
に

つ
い
て

⑵ 

市
民
農
園
制
度
の
見
直
し
・
拡

充
に
つ
い
て

政
策
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
！

（左から）小池副市長　 草野副会長　　  金子監事      坂本副会長　　  田所会長　　  加山市長　 平林副会長    　澤塚会計　     竹田監事
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「自治会報　さがみはら」は、皆様の会報です。
自治会・地域での様々な活動・話題などの情報や
ご意見をお寄せください。

ご案内とお願い

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042－ 753－ 3419

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

お問い合わせ

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

坂
本
　
堯
則
（
相
模
台
）

澤
塚
　
正
史
（
相
模
湖
）

石
井
　
正
彦
（
麻　

溝
）

佐
藤
あ
つ
子
（
相
武
台
）

内
田
　
匠
一
（
大　

沢
）

小
河
原
祐
二
（
津
久
井
）

武
田
　
邦
雄
（
清　

新
）

笹
野
　
賢
司
（
星
が
丘
）

渡
邉
　
重
治
（
大
野
北
）

中
村
　
洋
子
（
大
野
南
）

嘉
松
　
　
晧
（
東　

林
）

自
治
会
連
合
会 

福
島　

康
人
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東
林
地
区

東
林
地
区

前
副
会
長

【
人
煙
ま
れ
だ
っ
た
相
模
の
国
の
一
角
】

　
東
林
は
相
模
原
の
東
南
端
に
位

置
し
、
古
く
は
秀
吉
の
太
閤
検
地

で
決
ま
っ
た
相
模
の
国
の
一
角
を

占
め
る
。
こ
の
一
帯
は
、
久
し
く

人
煙
ま
れ
な
広
漠
と
し
た
原
野
だ

っ
た
と
い
う
。
明
治
22
年
の
町
村

制
施
行
で
高
座
郡
大
野
村
大
字
上

鶴
間
に
な
っ
た
。
私
が
越
し
て
き

た
昭
和
30
年
代
半
ば
は
、
森
と
畑

が
広
が
り
家
は
ま
ば
ら
で
漸
く
電

気
が
つ
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

【
の
ど
か
な
田
園
か
ら
過
密
住
宅
地
へ
】

　
横
浜
の
外
国
人
へ
相
模
川
の
う

ま
い
水
を
飲
ま
せ
る
た
め
、
明
治

20
年
に
水
道
み
ち
が
整
備
さ
れ
た

の
を
機
に
、
中
和
田
か
ら
〝
草
分

け
５
人
衆
〟
が
入
植
し
、
開
墾
の

鍬
を
入
れ
た
。
や
が
て
昭
和
に
入

る
と
小
田
急
小
田
原
線
と
同
江
ノ

島
線
が
敷
か
れ
、
同
４
年
に
東
林

間
都
市
駅
（
16
年
東
林
間
駅
へ
改

名
）、
13
年
に
相
模
原
駅
（
16
年
小
田

急
相
模
原
駅
へ
改
名
）
が
開
業
。

33
年
の
首
都
圏
整
備
法
と
交
通
の

至
便
が
相
ま
っ
て
、
東
京
・
横
浜
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
発

展
し
、
人
煙
ま
れ
だ
っ
た
こ
こ
一

帯
が
人
口
４
万
余
を
抱
え
る
過
密

住
宅
地
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
序つ

い
で

な
が
ら
、
平
成
13
年
に
上
鶴
間
６

丁
目
で
１
万
３
千
年
前
の
人
間
居

住
の
跡
が
発
掘
さ
れ
、
上
深
堀
向

（
む
こ
う
）
遺
跡
と
命
名
さ
れ
た
。

【
今
や
名
物
の
サ
マ
ー
わ
ぁ
！
ニ
バ
ル
】

　
こ
の
間
、
高
度
経
済
成
長
の
波

に
乗
っ
て
児
童
館
、
各
小
中
学
校
、

さ
ら
に
出
張
所
（
現
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
）
や
公
民
館
が
建
て
ら

れ
た
。
住
民
は
問
題
意
識
が
高
く

文
化
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
地
区

の
主
な
行
事
は
、
東
林
間
・
出
雲

両
神
社
の
祭
礼
、
ふ
る
さ
と
祭
り

と
体
育
祭
の
ほ
か
、
市
長
を
名
誉

会
長
と
し
、
26
回
を
数
え
る
人
出

15
万
人
の
サ
マ
ー
わ
ぁ
！
ニ
バ
ル
。

そ
れ
に
こ
の
夏
は
、
甲
子
園
で
東

海
大
相
模
高
校
が
優
勝
し
、
こ
の

快
挙
に
地
区
が
沸
い
た
。

麻
溝
地
区
で
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
、
地
域
住
民
の
生
活
に
と
っ

て
繋
が
り
の
多
い
ご
み
集
積
所
に

着
目
し
、
自
治
会
の
環
境
美
化
活

動
を
通
じ
た
自
治
会
加
入
促
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
、
日

頃
か
ら
ご
み
集
積
所
の
美
観
の
保

持
と
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

地
域
住
民
に
広
く
紹
介
す
る
こ
と

で
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め

に
、
自
治
会
が

役
立
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て

も
ら
う
も
の
で

す
。具

体
的
な
取

り
組
み
と
し
て

は
、
地
域
活
性

化
事
業
交
付
金

を
活
用
し
、
ご

み
集
積
所
の
美

観
を
保
持
す
る

た
め
に
、
希
望

す
る
自
治
会
に

折
り
た
た
み
式

の
ご
み
収
納
箱

を
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
ご
み

集
積
所
の
管
理

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み

は
、各
自
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
す
る
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
始
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

清
新
地
区
で
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
、
夏
の
省
エ
ネ
対

策
と
し
て
、
清
新
公
民
館
事
務
室

に
直
射
日
光
が
入
り
込
む
こ
と
に

よ
る
室
温
の
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、

葦よ
し
ず簾

を
立
て
か
け
る
よ
り
、
見
た

目
に
も
涼
し
さ
を
感
じ
る
ゴ
ー
ヤ

を
育
て
、
日
陰
づ
く
り
を
し
よ
う

と
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
清
新
５
丁
目
自

治
会
長
の
丸
岡
氏
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
島
田
氏
を
中
心
に
、
平
成
24

年
か
ら
始
め
、
現
在
22
名
の
有
志

が
携
わ
り
、
地
域
の
絆
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
清
新
公
民
館
の
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
た
当
活
動
は
「
相
模

原
市
ま
ち
・
み
ど
り
公
社
」
が
主

催
す
る
“
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
自

慢
コ
ン
テ
ス
ト
”
に
お
い
て
平
成

25
年
に
「
団
体
・
公
共
施
設
の
部

　
特
別
賞
」
を
、
平
成
26
年
に
は

「
団
体
の
部　
最
優
秀
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
た
楽
し
み
な
が
ら
の
活
動

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
、
そ
し

て
訪
れ
る
人
に
環
境
意
識
を
醸
成

し
て
お
り
、
今
後
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
地
域
活
動
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
自
治
会
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
お
願
い
看
板
を
地

区
内
の
各
自
治
会
に
広
く
配
布

し
、
自
治
会
の
活
動
を
目
に
す
る

機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
出
し

方
等
の
相
談
か
ら
自
治
会
加
入
に

結
び
つ
い
た
事
例
も
あ
っ
た
ほ

か
、
新
た
な
ご
み
収
納
箱
を
設
置

し
た
こ
と
で
、
地
域
住
民
に
ご
み

集
積
所
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
身
近
な
活
動

を
通
じ
て
、
自
治
会
の
必
要
性
を

広
く
地
域
住
民
へ
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
活
動
を

　

通
じ
た
自
治
会

　
　
　

加
入
促
進

　
麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
　
会
　
長
　
石
井
　
正
彦

ボランティアの仲間たち

青々と育った緑のカーテン

折りたたみ式ごみ収納箱とお願い看板

よ
う
、
声
掛
け
な
ど
の
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
自
治
会

館
で
お
茶
を
し
な
が
ら
お
喋
り
・

手
芸・カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
み
、

季
節
に
よ
り
ラ
ジ
オ
体
操
や
花
の

お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
と
き
に

は
福
祉
バ
ス
健
康
号
で
外
出
し
て

自
然
の
空
気
に
ふ
れ
、
買
い
物
や

温
泉
に
つ
か
り
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
連
絡
協
議
会
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員
さ

ん
と
合
同
で
行
っ
て
い
る
「
敬
老

の
つ
ど
い
」
に
は
、
毎
回
１
５
０

～
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
多

く
の
方
が
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
催
し
が
終
わ
り
帰
る

際
に
は
「
こ
の
年
に
な
っ
て
こ
こ

ま
で
連
れ
て
き
て
も
ら
い
楽
し
い

思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
来
て
よ

か
っ
た
ね
」「
来
年
も
あ
る
と
い

い
ね
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
ス

タ
ッ
フ
も
「
や
っ
て
良
か
っ
た
」

と
胸
に
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。今

後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
が
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
末
永
く
継

続
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
津
久
井
地
区
に
お
い
て

も
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。大
堀
自
治
会
老
人
ク
ラ
ブ「
さ

つ
き
会
」
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
や
敬
老
の
つ
ど
い
、
そ
し
て
独

自
企
画
行
事
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
普
段
一
人
で
は
外
出
が
少
な

く
な
り
が
ち
な
高
齢
者
に
交
流
の

機
会
を
少
し
で
も
広
げ
て
頂
け
る

地
域
高
齢
者
と
の

交
流
活
動

　
津
久
井
地
区
大
堀
自
治
会

会
　
長
　
小
島
　
忠
男

地
域
に
お
け
る

身
近
な
環
境
対
策

　
清
新
地
区
自
治
会
連
合
会

会
　
長
　
田
代
　
明
寬

福祉バスで外出

楽しいリース作り

東
京
・
横
浜
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
発
展

東林間駅前の東林さくら通り（現在）

東林小学校あたりの冬景色。
西方に遥か大山を望む。（昭和 32年）

　「東林間開発百年記念のあゆみ」より引用


